
人間生活学科人間健康専攻養護教諭コース教員養成の目標及び計画について

人間生活学科人間健康専攻養護教諭コース教育目標
教師としての使命感や責任感、教育的愛情を理解し、心とからだの健康に関す
る専門的知識と技術を身につけたうえ、つねに変動する社会に適応できる問題
解決能力と指導的立場から健康を支援する実践力を持った養護教諭の養成を教
育の目標とする。

別添資料１は、人間生活学科人間健康専攻養護教諭コースの「教育目標の達
成」と、学んで身につけるべき「学修成果」の関係を１年生前期～２年生後期ま
での４学期の時系列で示すものである。
学修成果は、教育目標を確かに達成するための評価項目として活用される側

面を有する。そのため、学生自らが評価しやすいように、教育目標よりも具体
的な文言で記される。さらに、それぞれの学修成果の内容を細かく分けて評価
指標としてあげる。これらによって、教育目標を達成するのみならず、教員に
必要な資質能力を育成することになる。
また、別添資料２に示すように学修成果と学修成果をさらに細かい項目にし

たものについては、履修カルテ(自己評価表)の中に評価項目としてあげており、
１年生後期、２年生前期、教職実践演習(養護教諭)受講時に自己評価し、自らの
学びをコントロールすることになる。
以上のように、各学期で身につけるべき学修成果を適宜自己評価しながら着

実に積み上げることで、教育目標を達成することになる。



』

’

①養謹懇の使命や役割．職務内容、子どもに対する貫務を理解する．

④整謹教諭の教員としての資質を身につける．
③叙育認涯埋解し、字夜における躍琶理６鐸函再ろ霊安至などの字夜
保撰壬助を展開できる．
⑥子どもの成長や健眼づくり・安全に唾して、学校保健活勘を推進できる．して、学校保健活勘を推進できる．

②報教育活動に必要柱保錘霊について理解する.

③定期“診断及び検査の留庖点を理解し､企函･準備を違行できる｡

の蚕獲教論の睡務の中に必要になる番鍾の墓礎知麺を習得する。礎知麺を習得する。

④霜超踊程去聾唖幽程を理解でき、農閲することができる.することができる．

⑤健康な成長発達の状懸を理解できる．

⑨看護を必要とする人への掴助のための観察・里録・報告ができる。

I

③教育法規を理解し、学校における保健管理・保健敏育・学校安全などの学校保健活動を展開できる．
④養画糠盈の牧員としての資質を身につける.
⑤常に自己研観に努めるよう向上心をもつ．
⑤子どもの成長や健康づくり・安全に霊して．学校保健活ph春』蛾薗できる．
⑦唾を遂行するために趣な郵越素畳・専門的知“ひ技姥・多様唾一ズに応えらえるような“や対応の仕方を身につける．

|社会性や対人聞係廃力を身につけるロ①他者の亙見やｱﾄﾊｲｽに耳在傾け､理解や協力を得て課題に取り阻むことができる．
②棟巌香や地堀、医癒機関・専門機聞芯どと週樫・協力しながら課題に対処できる．
②鋼団において、他者と路力して課題に取り組むことができる．
④集団において､率先して自らの役割を見つけたり､与えられた役割をこ雄すことができる｡
⑤多様な健康課題をもつ混色牛徒に関わっていくことの璽要性を理解する。

|子ども邸や保徳亘理宮ほど唾笛現狸異庵できる1①児童生徒や教軽員の健康を保持増進９つ蓉様露活動ｾ緬駐的･計面的に進めることができる。
②邦教育活動に必要な保健安全について理解する.
③穿顕値鹿Ⅱ金断及び検爾の宙匝点を理解し、企画・準備を遂行できる．
④子どもたちの発逓段階を考慮して、適切に接することができる．
⑤気軽に子どもと顔を合わせたり､相談にのったりするなど､親しみをもった題度で接することができる，
⑥子ども理解のために必要な,“里･発逓佑的知崖を習得する.
⑦迅速かつ適切な救急処置を行うことができる．
⑧いじめ・不登校･懸劉支担教画などについて､個々の子どもの特性や状況に応じた対蒔ができる．
…レスカウンセリングに関する”と技術を身につける．
⑩…察・…帆珂・健犀枢陵辱の関わりにより、子どものM心身の変化や健康課麗を見極められる。
⑪躍俄這経堂に、保健管理・健康戦育・組織活動魅どを位困づけ実践することができる．

|“に風わるｽｷﾙｾ身にっ”庵することけできるl①寮厘鞍輸の職溺の中に必要に芯る肴晒の厘礎知鎚を習得する．
②健康のレパルに応じて、必饗畦肴腫を選択できる．
③健康のレバルを適切に判断できる観穣力を習得する．
④伊圃醒存轡臨鶴理を理解でき､腰DOすることができる.
⑤皿な成長発逮の状態を哩解できる．
⑤砿患しやすい疾患がわかり帳は看腰ができる．
⑦日本の国民全体の健康についての動向左理解できる．
⑧パイタルサインの測定ができ、計測値を適切にI稲できる．
⑨肴瞳を必要とする人への掘助のための観察一配録・報告ができる．
⑩医象樋関で実施されＬいる魯阻を見学し、畳雁敏鹸の職務に応用できる-
⑪躯染予防として､溝母・滅園を理解でき､衛生学的手洗いを実施できる.

|保健揃導などの軟育実映力を身につける１①学習指導要領の内容を哩解する。
②情報樋器の活用に係る憂硬知融・技術を習得する-
③子どもの学びに必要な学習理愉・函を翌得する．
④岬宮牛徒の状況にあわせた保健だよりを作成することができる．
⑤一人ひとりの子どもの伸匪琵圃ＩＦ応じて､国別の保健指導を行うことができる．
⑥子どもの…題に応じた保健指導を計酉し､”研究を行うとともに保健掴導案を作成することがEきる事
②板害や発問､的確な蕗し方など授桑を行う上での亘本的な表現技術を身につける_
⑧子どもの反応を生かし､痕中力を保った授菓を行うことができる．
⑨道徳救胃を実践するための指導法を身につける．

目標の達成

⑤浦に自己研汲に努めるよう向上心をもつ。
Ｔ

ｌ

色 … ま 町 を 函 室 的 ・ 目 了 、 ” に 涯

⑤福悪しやすい疾患がわかり必要な宿圃ができる

⑪感染予防として．消毒・滅四を埋解でき．衛生字的手洗いを実施できる。

’
②日本の因民全体の鯉康についての回
向を理解できる．
【刀字笛箔導要頑の内呑を理摩する

｡子ど壱の字ひに…掌雷…麺…
畠を習得する。

｜②禰報樋器の活用に蝿る墓磁知舜・技術を型簿する．

…を萄可色ために躍な密晒な桑査．専門岡田 l ＝ ” ひ 疲匪．診葎な二一人に肥えらえつよつな…や珂恥咽

方を身につける．

程蔑言趣域、医癒…，専凋四など告浬蟻・風力しばがら課題に対処できる．

多撮な健飯課亜をもつ児■牛拝ＩＦﾘ圏わっていくことの重要性を理鰯する．

③いじめ・不登校・特別支握教育などについて、個々の子どもの特性や状況に応じた対応ができる

⑨僕摩翻察・救急処置・健康相談等の関わりにより、子どもの心身の変化や健康謀題を見極められる

④子どもたちの発達段階を考愈して、遵切に接することができる

⑤風隆に子と悪声蛎逼合わせたり、柑顧にのったりすつなと、親し方迂石つ
た態度で接することができる
)細謹かつ遣切な救急処置を行うこと

②健康のレベルに応じて、錘な看毒群珂択できる．

③健康のレベルを適切に判断できる亜察力を誼得する
〕バイタルサインの測定ができ、計測
1審壷、ＩＦ璽錘ア主ス

の板画や発問、的砿な岳し方など授業を行う上での亘＊的な表現技術を身につける

④児産牛徒の状況にあわせた保健だよ
りを作成することができる．

②集団において、他者と協力して麺に取り醒調戸とができるｄ
可蕊師ご諺ｒＴて宗軍完口て百弓…軍ﾗげたﾜで一軍弓所可疋覆割をご啄
一 ■ 一 m ニ ー ー ト マ

⑥子ども理解のために必要な心理・弄垂孟的知画を雪得する｡

)̅唾カウンセリングに摸Ｉする知

lと技粥を身につける回

融子どもの反応を生かし、栗中力を保った授業を行うことができる

i他盆の昼見やアドバイスに耳を慨け‘ｕ
ｒや脳力在嘗て理に取り蝿ｵＴＦとが定Ｚ
73謡』遮・職丘亜訳壷…砺､Z五三
2し、養薗教諭…に応用できる
砂 道 徳 教 育 を ． 実 . 富 …
身につける。

二判一エ 1箕知。



湊川短期大学養護教諭二種免許教職課程履修カルテ〈自己評価シート〉

学生番号 氏名
(1)養護教諭に必要な資質能力についての自己評価

(2)教職を目指す上で課題と考えている事項

必要な資質能力の指標
項 目

使命感や責任感、
教育的愛情

社会'性や対人関係
能力

子ども理解や保健室
経営など保健管理

保健指導などの
教育実践力

指 標
養護教諭の使命や役割､職務内容､子どもに対する責務を理解しているか。
教育の理念､教育に関する歴史･思想についての基礎理論･知識を習得しているか。
学校教育の社会的･制度的理解に必要な知識を習得しているか。
子どもの成長や健康づくり･安全に配慮して､学校保健活動を１
他者の意見やアドバイスに耳を傾け､理解や協力を得て課題に取り組むことができるか。
保護者や地域､医療機関･専門機関などと連携･協力しながら課題に対処できるか。
集団において､他者と協力して課題に
集団において､率先して自らの役割を見つけたり、与えられた役割をこなすことができるか。
子どもたちの発達段階を考慮して､適切に接することができるか。
気軽に子どもと顔を合わせたり、相談にのったりするなど､親しみをもった態度で接することができるか。
子ども理解のために必要な心理･発達論的知識を習得しているか。
迅速かつ適切な救急処置を行うことができるか。
いじめ･不登校･特別支援教育などについて､個々の子どもの特'性や状況に応じた対応ができるか。
健康観察･救急処置･健康相談等の関わりにより､子どもの心身の変化や健康課題を見極められるか。
保健室経営に､保健管理･健康教育･組織活動などを位置づけ実践することができるか。
学習指導要領の内容を理解しているか。
情報機器の活用に係る基礎知識･技術を習得しているか。
子どもの学びに必要な学習理論･知識を習得しているか。一人ひとりの子どもの健康課題に応じて､個別の保健指導を行うことができるか。
子どもの健康課題に応じた保健指導を計画し､教材研究を行うとともに保健指導案を作成できるか。
板書や発問､的確な話し方など授業を行う上での基本的な表現技術を身につけているか。
子どもの反応を生かし､集中力を保った授業を行うことができるか。

又り組むことができるか。

進することができるか。

自 己 評 価
1年次

１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５

2年次
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５
１．２．３．４．５

〔１年次〕

〔２年次〕



幼児教育保育学科 教員養成の目標及び計画について 

 

社会人として求められる礼儀や社会性、仲間とともによりよい幼児教育の実現を目指し、

幼児教育者に求められる責任感や使命感、常に自己の可能性を追求するとともに、子どもの

可能性を信じ、その成長・発達に向き合い、専門的な知識や技術を活かし、常に時代の変化

に対応できる実践力をもった幼稚園教諭の養成を教育目標とする。 

 

資料 1では、幼児教育保育学科の幼稚園教諭を目指す学生が、学んで身に付ける「学修成

果」をカリキュラムごとに 1年生前期から 2年生後期で時系列に修得する指標を示した。 

資料 2 では、学修成果を学生自身が評価できるように、細かい項目をあげた「履修カル

テ」で、1年次と 2年次で、保育・教職実践演習（幼稚園）の受講時に自己評価し、自らの

学修の成果を確認する。 

以上のように、各学期で身に付けるべき学修成果について適宜自己評価を行い、着実に学

修成果を積み上げ、教育目標を達成することになる。 



1年前期 1年後期 2年前期 2年後期

社会人としてふさわしい教養
を養う

総合教育科目

用具の準備や後片付けができる。 小児体育Ⅰ

公用の物品を丁寧に使用する。 小児体育Ⅱ

歌うことをとおして他者との一体感を感じ、声を合わせる喜び、伝える喜びを得る。

他者の呼吸や心情を感じ取り、共に演奏することができる。

誰とでも協力し合って活動に取り組むことができる。 小児体育Ⅰ

仲間一人ひとりの個性を理解し、互いに協力し合いながら活動できる。 小児体育Ⅱ

他者とのふれあいをとおして思いや気持ちを他者に伝えようとする。 保育内容表現(リズム)Ⅰ

グループで意見を交わしながら創作活動を行う。 保育内容表現(リズム)Ⅱ

他者の意見やアドバイスに耳を傾け、協力しながら課題に取り組む。 保育・教職実践演習(幼稚園)

保育観や職務の内容、資質について理解する。 保育者論

幼児の健康は重要と感じ、健康支援を行うことができる。 保育内容健康

クラス運営能力をもち、責任感をもって保育にあたる。 保育・教職実践演習(幼稚園)

子どもの造形表現活動に用いる道具・素材の使い方・特性を理解する。 図画工作Ⅰ

一度で達成できなかったことに、繰り返し挑戦することができる。 小児体育Ⅰ

自己評価と他者からの評価を比較し、自分の課題を精査することができる。 小児体育Ⅱ

望ましい保育者像を考え、自分なりの課題に取り組もうとする。 保育者論

子どもの行動から発達を読み取ることができる。 発達心理学

自己の課題を自覚することが出来る。
保育・教職実践演習(幼稚
園)

造形表現において、他者の表現を認め、関わりながら課題を達成することができる。 図画工作Ⅱ

全ても子どもを受け入れる。 教育心理学

教育と相談援助の相関性を知り、教員としての相談技法を体得する。 教育相談基礎論

子どもの状況を読み取り、必要な場面で援助することができる。 保育内容言葉

運動遊びに含まれる技能を習得する。 小児体育Ⅰ

体力や運動技能の発達段階に応じた遊びを考え、実践することができる。 小児体育Ⅱ

現代保育の課題や動向を知り考察する。 保育者論

特別支援教育を理解する。 教育心理学

乳幼児期の発達の様相を理解できる。 発達心理学

就学前および義務教育における相談支援スキルを体得する。 教育相談基礎論

幼稚園教育のあり方について理解できる。 幼稚園教育課程総論

5領域を繋げた保育実践の多様性を知る。 保育内容総論

乳幼児期における人間関係の発達過程を理解できる。 保育内容人間関係

「領域環境」について理解し、保育内容（教材）と結びつける。 保育内容環境

幼児の表現活動を促す声かけや、そのモデルとなるような表現ができる。 保育内容表現(リズム)Ⅰ

「領域表現」について理解し、生活や遊びの中のリズムを保育に取り入れる。 保育内容表現(リズム)Ⅱ

子どもの発達過程を理解し、環境を整え関わることができる。 保育内容表現(絵画)Ⅰ

季節や幼児の心情に合った歌を指導できる。

発達に合った教育的　　を理解できる。 教育心理学

発達障害の姿を理解する。 発達心理学

指導計画の書き方の基礎を理解し作成力を身につける。 幼稚園教育課程総論

子どもの育ちを5領域の視点から総合的に捉える。 保育内容総論

保育課程の編成と指導計画が作成出来る。 保育内容総論

幼児の発達に適した保育内容を設定できる。 保育内容総論

幼児が理解できるように健康教育を行うことができる。 保育内容健康

子どもの気持ちにより添った援助が出来る。 保育内容人間関係

年齢や興味関心等に応じた教材や提示の仕方が工夫できる。 保育内容環境

保育の中で課題を設定して実践に取り組むことができる。 保育内容言葉

幼児の発達や現状に応じた遊びや活動を行うことができる。 保育内容表現(リズム)Ⅰ

年齢や興味関心等に応じた教材や提示の仕方が工夫できる。 保育内容表現(リズム)Ⅱ

子どもの造形表現活動の展開・広がりを意識した関わり方ができる。 保育内容表現(絵画)Ⅱ

子どもの体力や運動技能の特徴を理解しようとする。 小児体育Ⅰ

現代の子ども体力や運動技能の発達について理解し、運動時に起こりうる事故を予測できる。 小児体育Ⅱ

生きる力を育てる教育を理解できる。 教育心理学

現代の子ども像を理解する。 発達心理学

就学前と義務教育における緩やかな接続に関する手法を体得する。 教育相談基礎論

幼稚園教育要領の変遷を理解し、保育のあり方を考えようとする。 幼稚園教育課程総論

幼稚園教育要領の変遷を理解し、保育のあり方を考えようとする。 保育内容総論

時代背景に沿って変化する保育内容健康を理解する。 保育内容健康

障害児施策の現状を知り、これからの課題を感じ取る。 障害児保育

社会人としてふさわしい教養が身
につく

保育者としての受容的
態度や柔軟性

音楽表現指導法Ⅱ

３・２
子どもの姿から保育を
計画・創造し、それを実

践する力

声楽

子どもの様子に合わせた伴奏ができる。
音楽表現指導法Ⅰ

音楽表現指導法Ⅱ

声楽

音楽表現指導法Ⅱ

音楽表現指導法Ⅰ

音楽表現指導法Ⅱ

幼児教育・保育の職に求めら
れる専門的な知識や技能を
もつとともに、時代の変化に
対応できる実践力をもってい

ること

３・１ 保育に関する専門的な
知識や技能

保育の現場で必要とされるピアノの技術を身に付ける。
音楽表現指導法Ⅰ

３・３
時代の変化に対応し、
学びつづけようとする自

己教育力

幼児教育・保育の職に求めら
れる責任感や使命感をもち、
常に自己の可能性を追求す
るとともに、子どもの可能性
を信じ、その成長・発達に向
き合うことができる力をもって

いること

保育者に求められる責
任感や使命感

２・２ 自己の課題をみつけ、そ
れを達成する力

日々の努力を怠らず、根気よく練習を続ける力を身に付ける。

２・３

２・１

社会人として求められる礼儀
や社会性を身につけ、仲間と
ともによりよい幼児教育・保
育の実現を目指すことができ
る力をもっていること

１・１
社会人としての一般的な
礼儀や社会性を身につ

ける

１・２
他者とのコミュニケー
ション能力や協調性を身

につける

資料１

幼児教育保育学科
ディプロマポリシー

大きな指標 指標
科目群（※実習関連科目は除く）



評価項目

教職の意義や幼稚園教諭の役割、職務内容、子どもに対する責務を理解していますか。

教育の理念、教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得していますか。

幼児教育の社会的な役割や制度について理解していますか。

幼児理解のために必要な心身の発達に関する基礎理論・知識を習得していますか。

集団保育、個々の幼児の特性（障がいを含む）や状況（家庭事情を含む）に応じた対応の方法を理解していますか。

他者の意見やアドバイスに耳を傾け、理解や協力を得て課題に取り組むことができますか。

保護者や地域との連携・協力の重要性を理解していますか。

他者と共同して保育を創造し、展開することができますか。

集団において、他者と協力して課題に取り組むことができますか。

集団において、率先して自らの役割を見つけたり、与えられた役割をきちんとこなすことができますか。

幼児の発達段階を考慮して、適切に接することができますか。

気軽に幼児と顔を合わせたり、相談に乗ったりするなど、親しみを持った態度で接することができますか。

幼児の声を真摯に受け止め、公平で受容的な態度で接することができますか。

挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、社会人としての基本的な事項が身についていますか。

これまで履修した幼児教育分野の科目の内容について理解していますか。

教科書や幼稚園教育要領（解説も含む）の内容を理解していますか。

教育課程の編成に関する基礎理論・知識を習得していますか。

「遊びを通しての総合的な指導」に係る内容や方法に関する基礎理論・知識を習得していますか。

情報教育機器の活用に係る基礎理論・知識を習得していますか。

「環境を通しての保育」に係る基礎理論・知識を習得していますか。

教材の意味とその活用の可能性について理解していますか。

教材研究を生かした保育の展開を創造し、子どもとの相互のやりとりを想定した指導計画としてまとめることができますか。

幼児の実態に応じた教材を開発・作成することができますか。

幼児の思いや考えを受けとめ、それらを活かしながら保育を展開することができますか。

保育を行う上での基本的な表現の技術を身につけていますか。

自己の課題を認識し、その解決にむけて、学び続ける姿勢を持っていますか。

幼児教育に関する動向や新たな課題に関心を持ち、自分なりに意見を持つことができていますか。

現時点で，今後の課題と考えることは何でしょうか。自由に書いて下さい。

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は いい い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

【湊川短期大学 幼稚園教諭二種免許　教職課程　履修カルテ〈自己評価シート〉】 　　学籍番号【　　　　　　　　　　　　　　】   氏名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

教
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
に
関
す
る
自
己
評
価

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

１年後期 ２年後期

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い

い い え （ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） は い


